




















ESD実践事例【エネルギー】8-1:エネルギーの利用 社会科2学年6月

－62－

1 題材名世界の資源と日本

2ねらい

・将来の日本の理想的な電力構成について考察することで，エネルギー資源をめぐる

日本の現状や発電方法について理解する。

3学習活動

（1）エネルギー資源に関する日本の現状と発電方法の違いについて理解する

前時において，日本では資源がほとんど産出されないため，資源確保のためにどのような

努力が必要かについて学習した。本時では前時の復習から，資源の輸入に依存しなければな

らない一方で，大量の電力を消費していることを理解させた。その上で，火力，原子力，再

生可能エネルギー（水力，その他）の発電方法の違いや長所・短所について説明した。

（2）問題解決場面

｢日本の理想的な電力構成はどのようなものだろうか」という課題を設定し，15年後の日

本の理想的な電力構成を考えさせた。ここでは，先入観を与えないため，日本以外の地域（

米，中，独，仏，伯）の例だけを示し，発電方法の違いや日本の地理的特色等から自分の意

見を持たせた。その後，4人の小グループ内で意見交換を行わせ，多様な考え方に触れさせ

た。次に フ グループ内でベストミックスを考えさせ，発表させた。

グループ内の話し合いの論点として「原子力発電をどうするか」「再生可能エネルギーに

どの程度の可能性を見いだすべきか」「環境にどれくらい配慮するべきか」「十分な発電量

をどう確保するか」などがあがった。

本時の課題については正解というものは存在しないが，最後に1つの例として資源エネル

ギー庁による2030年度の電力構成を示した。その上で，こうした問題に向き合っていか

なければならない日本の現状を伝えた。

4ES D と の 関連

（1）構成概念

I多様性…発電にはいろいろな方法があり，それぞれの長所を生かしながらうまく組み合わ

せることで，よりよい電力構成が考えられていること。

Ⅲ有限性…エネルギー資源は有限であり，将来の発展のためには効率よく運用していく必要

があること。

（2）能力。態度

①代替案の思考力

イ他者の意見をふまえて自分の意見を建設的に述べることができる。

【教科等の力】

発電方法の違いや日本の地理的特徴を根拠として

考える力 ○

（3）教材の「つながり」

？ よりよい電力のベストミックスを

①ESD関連分野エネルギー②教科技術

③題材エネルギー変換のガイダンス（技術2年）



ESD実践事例【世界遺産・地域文化財】12-1:浮世絵 社会科2学年7月

1 題材 名都 市の繁栄と元禄文化

2 ねらい

｡元禄文化がおこった背景について考察することで，江戸時代の社会について理解を

深める ○

3学 習活動

（1）元禄文化の特徴について理解させる

都市の繁栄については前時で産業の発展と関連付けて学習した。本時では元禄時代の説明

と元禄文化の特徴を理解する所から始めた。綱吉の文治政治を背景に，上方で新しい文化が

おこったこと。文学作品や絵画の題材から当時の文化が町人を中心としたものであったこと

についてそれぞれ確認した。

（2）問題解決場面

｢なぜ上方で町人を担い手とする文化がおこったのか」という課題を設定し，既習事項に基づ

いて考察させた。ここでは浮世絵のような独特の風情を描く芸術作品がつくられた背景につ

いて，政治・経済・国際関係等から多面的に元禄文化を捉えさせた。

その際，トウールミンモデルを用いて根拠となる事実と，それに対する解釈を分けるよう

指導し，論理的な考察を促した。個人での考察の後，何が根拠となっているか，解釈が適切

になされているか等についてグループで話し合う時間を設け，生徒同士の相互評価を行わせ

た。また ， 話し合いを通して様々な意見にふれさせることで，自分の考察以外の新し

い面について気付かせる機会とした ○

ここでは根拠として，幕府が鎖国を行い海外との接触を制限したこと，大阪や京都

が都市として発展したこと，諸産業が発達して貨幣経済が浸透した結果町人が台頭し

たことがあがった。生徒はそこから鎖国により海外文化の影響が少なかったこと，大阪．

京都の経済的な発展がそこでの文化を生み出したこと，町人の生活に精神的・経済的な余裕

がでて文化の主体になったこと，などを理由として考えた。

4ESDとの関連

（1）構成概念

Ⅱ相互性…政治，経済，国際関係などが相互に作用しながら町人を中心とした江戸時代の文

化を形成していたこと

（2）能力・態度

③多面的・総合的に考える力

オいろいろな側面やいろいろな人の立場からものごとをとらえることができる。

【教科等の力】

元禄文化がおこった理由について，既習事項を活かしながら，根拠に基づいて考える力。

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野世界遺産・地域文化財

②教科美術

③題材鑑賞（美術2年）

－63－



ESD実践事例【環境】3-2:エコ社会 社会科2学年7月

1題材名江戸のエコ社会

2ねらい

・江戸時代がリサイクル社会であった背景について考察することで，江戸時代の社会

について理解を深める。

3学習 活動

（1）現代と江戸時代の社会の違いついて理解させる

｢エコ社会」という言葉の意味について共通理解を図り，その上で「エコ社会」を目指し

ている現代社会のエコではない点について着目させた。生徒からは「多くのものを輸入し，

大量生産・大量消費が行われている」「大規模な開発が行われている」などの意見が挙がっ

た ○

次に江戸時代のくらしについて説明し，当時の社会は現代社会とは大きく異なり，職業の

細分化，リサイクル，少ない廃棄物といった特徴を持ち，循環型社会であったことを理解さ

せた ◎

（2）問題解決場面

｢なぜ江戸時代は現在でいう「エコ社会」になっていたのだろうか」という課題を設

定 し , 既習事項に基づいて考察させた。その際，根拠となる事実と，それに対する解

釈を分けるよう指導し，論理的な考察を促した。個人での考察の後，何が根拠となっ

ているか，解釈が適切になされているか等についてグループで話し合う時間を設け，

生徒同士の相互評価を行わせた。

また ， 話し合いを通して様々な意見にふれさせることで，自分の考察以外の新しい

面について気付かせる機会とした ○

生徒からは，産業の面では技術が未発達なための大量生産の難しさ，経済の面では

度重なる貨幣価値定価による物価高，国際関係の面では鎖国による原料・資源確保の

限界などが理由としてあがった。また ， 化石燃料の利用技術の未発達や木材利用が中

心であった点等を指摘する生徒もみられた。

4ESD と の 関連

（1）構成概念

Ⅱ相互性…産業，経済，国際関係などが相互に作用しながら江戸時代の循環型社会を形成し

ていたこと

Ⅲ有限性…江戸時代は限られた資源を有効に活用するために，リサイクル活動がさかんに行

われていたこと

（2）能力・態度

③多面的，総合的に考える力

オ いろいろな側面やいろいろな人の立場からものごとをとらえることができる ○

【教科等の力】

江戸時代が「エコ社会」となっていた理由について，根拠に基づいて考える力。

（3）教材の「つながり」

①ESD関連 分野環境

②教科国語

③題材「江戸からのメッセージ」（国語1年）
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社会科2学年9月ESD実践事例【防災】11-1:災害への備え

－65－

1 題材名九州地方

2ねらい

．九州地方の土砂災害の原因と対策について考察することで，九州地方の地域的特色

について理解する。

3学 習活動

問題解決場面

｢九州地方で多発する土砂災害と人々の生活にはどのような関わりがみられるか」という課

題を設定し，九州地方の土砂災害の原因と対策について考えさせた。特に原因に関す

る一般的共通性については複数の資料を用いて考察させることにした。その際，根拠

となる事実と，それに対する解釈とを分けるよう指導し，論理的な考察を促した。ま

た 夕 個人での考察の後，何が根拠となっているか，解釈が適切になされているか等に

ついて話し合う時間を設け，生徒同士の

相互評価を行わせた。

この課題では自然的条件として近年

豪雨の回数が増加していること。社会的

条件として宅地開発による災害危険箇

所の増加や林業の衰退による森林の保

水力低下，行政の対策の遅れがあげられ

る。こうした条件が互いに作用し合うこ

とで土砂災害が発生しているというこ

とを理解させた。

ま た フ さまざまな立場を意識させなが

ら土砂災害への対策について考えさせた。

立方体:九州地方の土砂災害の背景

企業：開発時

●
調

宅地開発
危険箇所
の増加

林業の衰退

降水量の増加

傘

行政:砂防ダム

‘
ハザードマップ

の対策

れ

など

人、企業:温暖化対策

4ES D と の関連

（1）構成概念

I多様性…同じ日本国内でも地域によって自然，産業文化等はそれぞれ異なり多種多様で

あること ○

Ⅱ相互性…人々の生活はその地域の気候や地形といった自然条件や，それ以外の社会的条件

が相互に関わり合っていること。

（2）能力・態度

③多面的・総合的に考える力

オいろいろな側面やいろいろな人の立場からものごとをとらえることができる。

【教科等の力】

九州地方の土砂災害の原因を多面的に考察し，多角的にその対策について考える力。

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野防災

②教科保健体育，家庭

③題材「自然災害への備えと避難」（保健体育2年） ， ｢衣食住の工夫」（家庭2年）





ESD実践事例【平和】68 社会科3学年6月

1題材名戦争の終結

2ねらい

第二次世界大戦後の世の中について考えることで，当時の国際関係や戦争の影響につい

て理解を深める。

3学習活動

（1）学習課題を確認する。

第二次世界大戦が終わった後の世界について，「各国の政府や民衆は新しい時代に何を望

んだだろうか」という課題を設定した。これまでの既習の知識を活用して日，米，ソ，英．

仏，アジア諸国等の政府や民衆の立場から，多面的（経済や産業，安全保障外交等）に考察さ

せることを考えた。

（2）問題解決場面

授業の始めに生徒にそれぞれ立場（国）を割り振り ， その立場から考察させた。その後，同じ

立場同士で意見交換を行わせた。次に複数の立場の担当者が集まるグループを作らせ，意見交換

と他の立場に対する質疑応答等の時間とした。また自分と異なる立場の考察はメモをとらせた。

最後にそれぞれの意見を発表させた。

本時では生徒に異なる立場からの考察に触れさせることで，より多面的・多角的に社会的事象

(第二次世界大戦直後の世界）を捉えさせようと考えた。そこで，意見の共有を重視し，以下の

点について留意した。

①意見の共有を行う場面の設定

A同じ立場でつくるグループ,B異なる立場でつくるグループ,C学級全体といった3つの

場面を設定した。Aは自分の考察をより深めさせること,B･Cは他の立場の意見を聞くこ

とでより多角的に事象を捉えさせることを目的としている。

②思考の可視化

意見の共有を円滑に行うため，トウールミンモデルの形式に沿ったワークシートを用意し，

思考の可視化を図った。

4E S D と の関連

（1）構成概念

I多様性…戦後の諸国の状況は様々であり，それぞれの立場の違いによって求める社会の在り

方がことなること。

Ⅱ相互性．｡．様々な国の特徴を構成する要素である経済や安全保障，外交などはそれぞれが相互

に関わっていること。

（2）能力・態度

③多面的，総 合的に考える力

オいろいろな側面やいろいろな人の立場からものごとをとらえることができる。

【教科等の力】

様々な国の政府や民衆の立場から，戦後社会に何を望むかを多面的・多角的に考察する

力 ○

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野平和

②教科等英語 ③題材FaithfulElephants

－67－



社会科3学年7月ESD実践事例【世界遺産・地域文化財】14-3:能

－68－

1題材名伝統文化の継承と創造～伝統文化を保存・継承する意味や意義とは～

2ねらい

能が継承されてきた理由について考えることで，伝統文化を保存・継承する意味や意義

について理解する。

3学 習活動

（1）伝統文化について理解させる

知っている伝統文化を発表させ，日本には様々な伝統文化が存在することを確認した。市内

中学生を対象とした観能教室が近いことから，伝統文化のなかでも能を中心に取りあげること

にし た ○

（2）問題解決場面

｢伝統文化（能）はどのように継承されてきたのか？」という課題を設定し，以下のような流

れで考察を進めた。

①能に関する知識を，資料や他教科（国語，音楽）での既習事項を含めて確認する。

総合芸術であること（謡，舞，劇，面，嚥子） ，

室町時代に成立したこと（観阿弥・世阿弥父子により大成，足利義満の保護を受ける）

散楽，田楽や猿楽をもとにしていること能楽師と流派（家元制）があること

演目は約250曲あり ， 演目は5種類に分けられること

世界無形文化遺産としてわが国の第一号として指定されたことなど

②能を現代に継承するためにどのような人々が関わってきたのかを考えさせる。

③様々な立場の人々が能を継承しようとしてきた理由について考えさせる。

能の継承の理由については，能の持つ価値をどう捉えるかが重要であるが，生徒からは「能

が昔の日本人の考え方や感情を引き継いでいること」 ， ｢日本の地理的特徴や歴史的特徴によ

る能の独自性」「職業としての能の必要性」等からの意見があがった。

また，発表後に能の各演目の出典やテーマ，後見の役割などから，古典を継承していること

や亡者・弱者への供養の心がこめられていることなどを確認した。

4ES D と の 関連

（1）構成概念

I多様性…伝統文化のひとつである「能」は総合芸術として捉えることができ，多種多様な

ものごとから成り立っているものとして継承されていること

（2）能力。態度

③多面的，総合的に考える力

オいろいろな側面やいろいろな人の立場からものごとをとらえることができる。

【教科等の力】

伝統文化継承の意義について，能の歴史や演目の特徴，芸術性等から多面的・多角的に考察す

る力

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野世界遺産・地域文化財

②教 科 音 楽，国語

③題材能の魅力を探ろう（音楽） ， 能「羽衣」をよみ，能について考えよう（国語）



ESD実践事例【その他】50 社会科3学年8月

1題材名効率と公正～学校のトラブルに つ い て 考 え て み よ う ～

2ねらい

限られた資源を有効に活用するためにはどうしたらよいかを , 批判的に考えることが

できる ◎

3学習活動

（1）学習課題を知る。

･学校でのトラブルについて，資料から内容と原因を読み取る。

トラブルの内容は，3つの部活動（ソフトボール部，サッカー部，陸上部）の代表者が

グラウンドの使用割りをめぐり対立していること。トラブルの原因は，校舎の耐震化工

事のためグラウンドの一部が使用できなくなっていることと，地区大会3日前でどの部

もグラウンド全面を使用した練習がしたいという要望があること。

・学習課題を知る。

3つの部活動が納得して練習できるグラウンドの使用割りを考えよう。

（2）学習課題について考える。

･対立を解決するため（合意形成を図るため）に必要な考え方である「効率」と「公正」

の意味をそれぞれ理解する。

・ワークシートを用いて，「効率」と「公正」の考え方に基づいて各自で解決策を考える。

･各自の解決策に問題点がないか考える。

･解決策を発表する。その際，ワークシートを教材提示装置でスクリーンに拡大表示する。

･それぞれの解決策の問題点を指摘し合う。

（3）学習課題についてまとめる

・それぞれの解決策の問題点を改善する方法（修正案）を考える。

・問題点を改善する意見を付け加えた上で，最もすぐれた解決策（修正案）を フ クラス

全員で決定する。

・実際の学校生活の中で，似たようなトラブルがないか考え，発表する。

4 ESDとの関連

（1）構成概念

Ⅱ相互性…グラウンドで3つの部活動が練習するには，使用割りが必要なこと。

Ⅲ有限性…耐震化工事のため，使用できるグラウンドの面積が通常の半分であること。

Ⅳ公平性…3つの部活動とも機会や結果について平等に扱うべきであること。

V連携性…3つの部活動が互いに連携・協力することで，安心して練習に取り組めること 0

（2）能力・態度

①代替案の思考力

イ他者の意 見 を ふ ま え て 自 分 の 意見を建設的に述べることができる。

【教科等の力】

効率と公正の考え方に基づき，問題に対して当事者同士が納得する解決策を考える力。

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野その他（見方，考え方）

②教科全 教科

③題材対立が生じている社会的事象を取り扱う題材や単元

－69－





ESD実践事例【エネルギー】10-1:これからの日本のエネルギー 社会科3学年2月

1 題材名資源・エネルギー問題

2ねらい

資源・エネルギーの需給をめぐる現状と課題をふまえ，今後のエネルギー政策に必要

とされる考え方を持つことができる。

3学習活動

（1）学習課題を確認する。

・国民 ， 企業，電力会社，それぞれの立場から，望ましい電源構成をトウールミンモデルを

用いたワークシートにまとめてくる。（宿題）

･学習課題「15年後の日本の「電源構成のベストミックス」を考えよう。」

（2）学習課題について考える。

・4人グループ内で，あらかじめ設定した立場からそれぞれ意見を発表する。

(立場）国民2名 ， 企業1名 ， 電力会社1名

・グループの4人とも政府の立場から電源構成のベストミックスについて考え，政府としての

意見をまとめる。その際，3つの立場の意見等をふまえて電源構成を考えさせる。

・グループ（全10グループ）ごとに意見を発表する。他のグループの意見を聞き取る。

（3）学習課題についてまとめる

・15年後の日本社会にふさわしい「電源構成のベストミックス」について自分の考えを有権

者の立場からワークシートにまとめ，数名が発表する。

本時では，各自の立場と諸資料にもとづいて予想した15年後の日本の電力構成を他者と共

有し ， それらの立場の意見をふまえて政府としての電力構成を考える。そのことを通して「未

来像を予測し計画を立てる力」を養う。社会科の授業で身に付けさせる思考力に，「社会的事

象の意味や意義を解釈する力」がある。本時では，日本のエネルギー政策（電力構成）を，様

々な立場から多面的に捉えさせ，その意味や意義を解釈させる。

言語活動として「発表（説明）」を行うが ， その際，トウールミンモデルを取り入れたワー

クシートを用いることで根拠を明確にした考察を促す。また , それらをスクリーンに映し出し

て可視化することで，生徒に思考の過程を共有させる。

4ESDとの関連

（1）構成概念

I多様性…発電方法にはいろいろなものがあり，それぞれの長所と短所を考えながら組み合

わせることで，様々な電力構成が存在すること。

Ⅲ有限性…エネルギー資源は有限であり，将来の発展のために効率よく利用する必要がある。

（2）能力・態度

②未来像を予測して計画を立てる力

ウ過去や 現 在 の 情 報 に 基 づ い て ，未来を予想・予測することができる。

【教科等の力】

将来の日本に適した電源構成のベストミックスについて フ 社会の変化や資源の有限性，

発電方法の特徴などから考察する力。

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野エネルギー ② 教 科 等 英 語 ， 理 科

③題材CleanEnergySources(英語） フ いろいろなエネルギーと移り変わり（理科）

-71-


